
綴
』
と
『
人
参
繁
茂
数
改
炉

功
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
一
一
）

人
参
史
に
よ
る
と
、
『
広
参
品
』
『
日
用
薬
日
考
』
な
ど
の
著
書
に
尾
州
産
人
参
が
名
古
屋
の
薬
舗
に
販
売
さ
れ
て
い
た
と
か
い
て
あ
る
か

ら
、
尾
州
に
お
け
る
人
参
栽
培
は
早
く
か
ら
成
功
し
て
い
た
と
の
べ
て
い
る
が
、
農
業
に
よ
る
安
定
し
た
産
出
と
は
考
え
難
い
。
そ
の
理
由
の

ト
ウ
ゴ
ク

（
一
二
）

一
つ
は
宝
暦
明
和
の
頃
行
わ
れ
た
松
平
君
山
指
導
の
東
谷
御
林
に
お
け
る
大
規
模
な
人
参
栽
培
が
失
敗
に
終
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
尾

（
四
）

張
藩
町
触
に
よ
る
と
、
人
参
実
を
薬
舗
に
お
ろ
し
て
販
売
し
た
り
、
農
村
で
庄
屋
が
栽
培
し
て
製
し
た
人
参
を
薬
園
に
持
参
し
、
薬
園
が
薬
舗

（
五
）

主
を
集
め
て
入
札
販
売
さ
せ
た
例
な
ど
が
あ
る
か
ら
、
篤
志
家
の
栽
培
し
た
少
量
の
試
験
的
産
物
が
薬
舗
へ
流
出
し
、
高
価
の
故
に
永
く
店
頭

を
飾
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

名
古
屋
藩
に
お
け
る
薬
用
人
参
栽
培
に
関
す
る
文
書
の
紹
介
は
乏
し
か
っ
た
が
今
回
、
杏
雨
書
屋
所
蔵
の
『
尾
州
御
薬
園
人
参
栽
培
一
件

』
と
『
人
参
繁
茂
数
改
帳
』
お
よ
び
本
文
書
関
連
の
現
地
に
保
存
さ
れ
て
い
る
古
文
書
類
を
調
査
し
て
名
古
屋
藩
に
お
け
る
人
参
栽
培
の
成

は
じ
め
に

（
一
）

名
古
屋
藩
に
お
け
る
薬
用
人
参
の
栽
培

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
三
巻
第
三
号

昭
和
六
十
二
年
七
月
三
十
日
発
行安

江
政
一

昭
和
六
十
二
年
四
月
十
四
日
受
付

（48） 328



ア
ザ
イ

人
参
生
産
失
敗
の
後
、
藩
医
浅
井
図
南
が
薬
園
の
管
理
に
当
る
よ
う
に
な
っ
た
。
君
山
没
後
二
十
年
、
文
化
二
年
か
ら
で
あ
っ
て
、
以
後
こ

（
九
）

の
職
は
浅
井
家
の
世
襲
に
な
る
と
と
も
に
薬
園
は
拡
張
整
備
さ
れ
た
。

浅
井
図
南
は
名
古
屋
藩
医
と
し
て
の
浅
井
家
の
第
二
代
で
あ
る
が
、
父
と
別
居
し
て
京
都
で
医
を
講
じ
、
藩
医
を
つ
ぐ
意
志
が
な
か
っ
た
。

さ
て
東
谷
御
林
に
お
け
る
人
参
栽
培
の
組
織
を
吟
味
す
る
と
、
最
高
指
揮
者
松
平
君
山
は
書
物
奉
行
で
あ
り
、
そ
の
下
に
上
水
野
村
所
在
の

御
林
奉
行
水
野
権
平
が
加
わ
り
、
そ
の
部
下
の
下
水
野
村
入
尾
に
居
住
す
る
御
林
方
役
人
六
人
が
栽
培
の
作
業
に
当
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に

医
師
も
薬
園
方
も
、
そ
し
て
君
山
直
属
の
部
下
も
関
与
せ
ず
、
農
民
も
資
材
の
供
出
と
日
覆
、
垣
根
作
り
な
ど
に
手
伝
う
だ
け
で
人
参
の
世
話

（
七
）

は
し
な
か
っ
た
。
御
林
方
支
配
下
に
は
樹
木
の
苗
を
育
て
る
「
樹
木
場
」
が
作
ら
れ
、
そ
こ
で
接
木
を
行
っ
た
前
例
が
知
多
郡
に
あ
っ
た
が
こ

（
八
）

の
頃
、
そ
れ
は
中
止
さ
れ
て
い
た
。
入
尾
に
も
「
御
樹
木
所
」
が
作
ら
れ
、
御
林
方
役
人
の
樹
木
苗
育
成
へ
の
関
心
は
う
か
が
え
る
が
薬
草
に

は
関
係
は
な
か
っ
た
。

き
、
指
導
者
松
平
君
山
は
六
十
七
歳
、
善

（
一
ハ
）

冬
初
め
て
製
し
て
上
に
供
」
と
あ
る
よ
〆

れ
、
藩
医
の
存
在
が
無
視
さ
れ
て
い
た
。

（
一
二
）

東
谷
御
林
に
お
け
る
人
参
栽
培
に
つ
い
て
は
す
で
に
詳
報
し
た
が
、
そ
の
実
施
体
制
に
ま
で
は
論
及
し
て
な
か
っ
た
。
こ
の
栽
培
開
始
の
と

、
指
導
者
松
平
君
山
は
六
十
七
歳
、
藩
随
一
の
学
者
と
し
て
の
名
声
の
絶
頂
に
あ
っ
た
。
宝
暦
十
年
「
命
を
奉
じ
て
植
え
た
る
朝
鮮
人
参
を

（
一
ハ
）

初
め
て
製
し
て
上
に
供
」
と
あ
る
よ
う
に
、
儒
学
者
と
し
て
の
高
名
が
い
つ
の
間
に
か
本
草
学
に
お
い
て
も
大
家
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
わ

二
人
参
栽
培
指
導
体
制
の
確
立

一
松
平
君
山
の
人
参
栽
培
組
織
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こ
の
間
経
済
上
苦
し
み
、
困
窮
と
た
た
か
い
な
が
ら
勉
学
し
た
。
五
十
歳
近
く
な
っ
て
改
め
て
藩
医
に
迎
え
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
君
山
は
す
で

（
一
○
）

に
功
な
り
名
と
げ
て
い
た
の
に
図
南
は
「
国
中
の
儒
者
を
み
る
に
、
私
の
右
に
出
る
者
は
な
い
」
と
云
っ
た
と
い
う
。
清
水
生
な
る
者
が
君
山

を
招
い
て
酒
宴
を
開
き
、
そ
の
席
へ
図
南
も
招
い
た
。
君
山
は
大
い
に
飲
ん
だ
が
図
南
は
の
め
な
か
っ
た
。
一
人
の
客
が
図
南
に
「
あ
な
た
が

飲
め
な
い
の
は
学
問
が
君
山
に
及
ば
な
い
か
ら
だ
」
と
云
っ
た
の
で
図
南
は
憾
み
、
後
詩
を
作
っ
て
人
に
与
え
た
と
い
う
。
「
差
与
村
儒
為
隊

伍
」
。
田
舎
儒
者
と
同
席
し
て
恥
か
し
い
と
で
も
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
激
し
い
対
抗
意
識
で
あ
っ
た
。
図
南
は
京
都
で
永
ら
く
刻
苦
修
業
し

た
こ
と
に
自
負
が
あ
っ
た
か
ら
、
手
厚
い
保
護
の
中
で
苦
労
知
ら
ず
に
育
っ
た
君
山
を
村
儒
と
見
下
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
一
一
）
（
一
一
一
）

木
曽
の
黒
沢
と
荻
原
の
両
村
に
名
古
屋
藩
の
薬
園
が
開
設
さ
れ
た
の
は
天
保
十
二
年
で
、
同
十
四
年
に
人
参
が
植
付
ら
れ
た
。
こ
の
栽
培
に

（
一
一
二
）

お
け
る
指
導
組
織
は
、
付
知
町
田
口
家
に
所
蔵
さ
れ
る
『
人
参
作
立
方
尋
日
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
最
高
指
導
者
は
薬
園
頭
浅
井
紫
山
で
あ

（
一
四
）

り
、
藩
士
吉
田
平
九
郎
と
松
井
信
一
郎
が
薬
園
付
と
な
っ
て
い
た
。
簡
単
な
記
録
で
は
あ
る
が
、
嘗
百
社
会
員
の
二
人
の
本
草
学
者
が
薬
園
付

に
な
っ
て
人
参
栽
培
に
一
役
買
っ
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

（
一
五
）

吉
田
平
九
郎
は
水
谷
豊
文
の
あ
と
嘗
百
社
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
人
で
、
本
草
学
的
図
説
の
著
作
が
多
く
、
特
に
植
物
の
鑑
定
に
す
ぐ

（
一
一
ハ
）

れ
、
飯
沼
慾
斉
が
し
ば
し
ば
平
九
郎
の
宅
を
訪
ね
て
鑑
定
を
求
め
て
い
た
。
植
物
図
譜
に
つ
い
て
は
キ
ニ
ホ
フ
Ｑ
ｏ
ｇ
旨
邑
閏
ｇ
ｏ
星
白
色
ぃ

〆
己
ご
｝
〕
具
弓
晨
‐
弓
＄
）
の
創
案
に
な
る
植
物
印
葉
図
五
巻
が
あ
り
、
こ
の
ほ
か
多
く
の
昆
虫
図
譜
が
残
さ
れ
て
い
る
。
平
九
郎
は
採
集
の

た
め
御
嶽
、
木
曽
駒
岳
に
登
っ
て
い
た
か
ら
、
木
曽
地
方
を
よ
く
知
る
人
で
も
あ
っ
た
。

一
方
農
村
に
お
け
る
受
入
体
制
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
頃
人
参
実
は
高
価
な
が
ら
民
間
に
か
な
り
出
廻
り
、
各
地
に
わ
ず
か

な
が
ら
人
参
に
経
験
の
あ
る
者
が
散
在
し
て
い
た
。
村
で
は
庄
屋
と
人
参
に
経
験
の
あ
る
者
の
二
人
が
人
参
植
付
栽
許
役
の
一
肩
書
で
村
民
の
世

三
木
曽
お
よ
び
裏
木
曽
に
お
け
る
薬
用
人
参
栽
培
の
成
功
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二
八
）

長
野
県
佐
久
に
お
い
て
神
津
孝
太
郎
が
個
人
で
人
参
栽
培
を
開
始
し
た
の
は
名
古
屋
藩
に
お
く
れ
る
こ
と
わ
ず
か
一
年
、
弘
化
元
年
で
あ
っ

た
。
彼
は
失
敗
に
め
げ
ず
、
苦
心
研
究
の
末
成
功
し
た
。
こ
の
民
間
の
個
人
的
事
業
が
強
く
生
き
残
っ
て
現
在
の
長
野
県
の
人
参
産
出
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
権
力
者
に
よ
る
公
営
の
人
参
産
業
は
華
々
し
く
成
功
し
た
が
、
木
材
産
業
に
お
さ
れ
た
た
め
か
、
江
戸
幕
藩
体
制
と
と
も
に
あ

話
を
し
た
。
試
し
蒔
き
、
蒔
捨
て
な
ど
と
よ
ば
れ
る
実
験
、
す
な
わ
ち
人
参
が
育
つ
と
予
想
さ
れ
る
山
地
な
ど
に
蒔
付
て
観
察
し
、
こ
の
あ
と

で
農
民
か
ら
蒔
付
希
望
者
を
募
っ
た
。
多
い
者
は
数
千
粒
、
一
般
に
は
二
百
か
ら
八
百
位
で
、
百
粒
の
者
も
あ
っ
た
。
困
窮
者
に
は
庄
屋
が
五

十
粒
程
与
え
、
家
蔭
、
空
地
な
ど
に
蒔
か
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
略
全
村
民
に
力
に
応
じ
て
人
参
実
を
配
分
し
、
手
入
の
行
届
く
よ
う
に
し

た
。
農
民
の
自
発
的
要
求
を
引
出
し
て
か
ら
蒔
付
開
始
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
木
曽
黒
沢
、
荻
原
な
ど
で
は
天
保
十
四
年
に
栽
培
を
開
始
し
、
四
年
後
の
弘
化
四
年
に
は
収
獲
を
始
め
て
い
る
。
付
知
村

で
は
こ
の
成
功
を
見
て
人
参
栽
培
を
導
入
し
、
順
調
に
収
獲
に
達
し
た
が
、
嘉
永
年
間
に
入
っ
た
頃
か
ら
人
参
相
場
の
下
落
が
ひ
ど
く
、
時
に

は
投
資
や
手
間
賃
の
半
分
に
も
及
ば
な
く
な
っ
て
人
参
栽
培
者
が
無
く
な
る
事
態
と
な
っ
た
。
文
久
時
代
に
入
っ
て
か
ら
藩
役
所
か
ら
栽
培
の

再
興
に
力
を
入
れ
る
方
針
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
『
一
件
綴
』
は
終
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
の
黒
沢
に
お
け
る
人
参
関
係
の
文
書
が
残
っ
て
い
る

（
一
七
）

が
、
全
部
消
失
し
た
花
壇
（
畑
）
の
記
載
が
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
天
保
十
四
年
以
来
十
数
年
に
及
ぶ
連
作
の
害
で
あ
ろ
う
か
。

つ
け
な
く
消
滅
し
た
。

謝
辞
本
研
究
に
お
い
て
古
文
書
の
解
読
と
解
釈
に
つ
い
て
は
瀬
戸
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
村
田
秀
雄
先
生
の
御
教
示
を
得
た
。
吉
田
平
九
郎
の
事
績

な
お
こ
こ
に
引
用
し
た
未
紹
介
の
古
文
書
類
に
つ
い
て
は
、
別
に
詳
報
し
た
い
考
え
で
あ
る
。

む
す
び
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に
つ
い
て
は
飯
沼
慾
斉
研
究
家
遠
藤
正
治
氏
、
黒
沢
萩
原
付
知
方
面
の
調
査
に
つ
い
て
は
上
松
町
教
育
委
員
会
委
員
長
山
下
生
六
氏
、
付
知
町
田
ロ
慶
昭
氏

の
御
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
杏
雨
書
屋
、
田
口
慶
昭
氏
、
三
岳
村
役
場
か
ら
は
貴
重
な
古
文
書
類
の
複
写
提
供
を
う
け
た
。
以
上
に
対
し
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
る
。

引
用
文
献
と
注

（
一
）
第
銘
回
日
本
医
史
学
会
総
会
、
昭
和
六
二
年
四
月
（
東
京
）
に
て
発
表
。

ゴ
ウ
シ
ン
ピ
ン

（
二
）
今
村
鞆
人
参
史
第
四
巻
二
六
四
思
文
閣
一
九
七
一
年
復
刻
。
広
参
品
の
記
事
は
増
補
者
熊
谷
愼
憲
が
尾
州
で
栽
培
し
て
い
る

人
参
を
朝
鮮
種
と
し
て
確
認
し
た
だ
け
で
産
出
で
は
な
い
。
柴
田
正
簡
は
日
用
薬
品
考
の
中
で
尾
州
産
人
参
に
つ
い
て
の
べ
、
日
光
産
よ
り

よ
い
と
し
て
い
る
。
本
書
出
版
の
ま
え
、
幕
府
は
全
国
に
人
参
生
産
の
普
及
を
は
か
る
努
力
を
し
て
い
た
か
ら
、
そ
の
波
に
乗
る
一
時
的
産

（
四
）
名
古
屋
叢
書
第
三
巻
法
制
編
二
町
触
五
四
七
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編
並
発
行
一
九
六
一
年

（
五
）
田
口
慶
郷
、
慶
成
『
尾
州
御
薬
園
人
参
栽
培
一
件
綴
」
の
内
、
嘉
永
六
年
の
留
。

（
六
）
市
橋
鐸
松
平
君
山
考
一
九
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
一
九
五
二
年

（
七
）
名
古
屋
市
史
、
学
芸
編
一
九
八
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
一
九
七
五
年

（
八
）
瀬
戸
市
史
編
纂
委
員
会
編
瀬
戸
市
史
、
資
料
編
、
一
、
村
絵
図
五
六
瀬
戸
市
一
九
八
五
年
。
下
水
野
村
絵
図
面
（
天
保
一
二
年
六

月
）
に
「
御
樹
木
所
」
が
玉
野
川
沿
に
記
入
し
て
あ
る
。

（
九
）
人
参
史
（
前
出
）
第
四
巻
二
六
八
。
本
件
は
注
二
、
浅
井
氏
家
譜
大
成
に
は
記
し
て
な
い
。

（
一
○
）
浅
井
国
幹
遺
稿
浅
井
氏
家
譜
大
成
二
八
医
聖
社
一
九
八
○
年
以
下
の
挿
話
も
本
書
に
よ
る
。
ま
た
浅
井
氏
と
薬
園
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
図
南
の
孫
紫
山
が
薬
園
奉
行
に
な
っ
た
こ
と
だ
け
か
い
て
あ
る
。

ア
ゲ
マ
ツ

（
二
）
現
在
長
野
県
木
曽
郡
三
岳
村
黒
沢
と
同
郡
上
松
町
荻
原
。

（
一
二
）
長
野
県
西
筑
摩
郡
役
所
編
西
筑
摩
郡
誌
年
表
天
保
期
西
筑
摩
郡
役
所
一
九
一
五
年
一
九
七
三
年
臨
川
書
店
複
刻

（
一
三
）
田
口
慶
成
人
参
作
立
方
尋
日
記
弘
化
四
年
岐
阜
県
恵
那
郡
付
知
町
二
八
四
一
’
一
田
口
慶
昭
氏
所
蔵

（
三
）
安
江
政
一
日
本
医

八
七
一
九
八
三
年

よ
い
と
し
て
い
る
。
本
書
、

出
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
○
巻
五
○
一
九
八
四
年
。
古
文
書
『
東
谷
御
林
人
参
一
巻
』
の
解
説
は
薬
史
学
雑
誌
一
八
巻
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⑨

シ
自
画
茸
①
目
官
胃
。
二
言
ぐ
四
言
旨
頤
弔
四
口
四
ｘ
ｍ
匡
冒
①
冒
頭
○
口
四
首
侭
⑦
、
８
斤
閏
月
○
ｍ
鳥
巨
巳
国
営
圏
寓
冒
ｚ
四
四
○
百
（
○
乏
閏
』
）

●

９
画
昌
彦
画
旦
傲
】
＆
ず
く
号
①
胃
胃
ヨ
ヨ
．
シ
ロ
○
号
ｑ
・
画
茸
⑦
口
〕
宮
胃
弔
四
国
四
ｘ
ｏ
ｐ
言
ぐ
目
］
○
口
芝
四
ｍ
二
口
号
胃
●
箇
汀
冒
す
冠
昏
①
ｚ
画
唱
く
ぃ

ｇ
四
口
坤
○
日
扇
殿
８
房
認
昌
昏
⑦
昏
○
骨
９
戸
冒
皀
昌
○
昌
鼻
①
．
己
身
計
冒
〕
⑦
》
弓
①
昌
局
ｇ
ｏ
尾
旦
昏
⑦
豆
色
目
弓
閉
弓
○
国
８

シ
Ｎ
巴
〕
号
①
胃
且
昌
昏
①
○
百
Ｐ
８
ｏ
８
厨
．
国
①
号
肖
○
国
○
号
箆
四
）
画
毎
日
○
易
胃
昏
農
黒
島
吾
①
舜
冒
］
①
、
８
○
胃
弓
昌
＆
畠
号

舜
苛
詩
吟
の
胃
．
二
三
○
吋
穴
』
旨
い
月
昌
司
巨
吋
画
｝
四
時
①
四
ｍ
骨
ケ
』
、
建
国
】
①
切
詳
｝
〕
①
ケ
の
四
ｇ
ｏ
局
弄
』
胃
⑦
巳
四
目
．
Ｑ
』
ｍ
ご
〕
ず
巨
詳
の
・
ず
の
貢
之
①
①
旨
］
ｏ
Ｃ
《
○
鐸
つ
ｃ
ｏ
団
四
国
画
×

■

ｍ
三
目
の
ロ
ぬ
い
①
①
烏
８
画
昌
国
①
畠
）
号
①
創
昌
○
巨
具
ず
呂
侭
昌
冒
○
も
○
吋
冒
○
目
８
８
号
毎
口
旨
①
尾
切
８
肩
ロ
ミ
．
目
岸
昌
、
ざ
巨
討
司
画
扇

。

■

】
Ｆ

由

匿
蔚
再
》
員
君
閑
で
○
邑
匡
①
昏
居
弓
⑦
巳
四
目
８
冨
唱
昌
号
①
８
斤
９
５
口
島
宅
四
目
凹
桝
８
○
電

（
一
四
）
天
保
よ
り
弘
化
嘉
永
に
お
け
る
名
古
屋
藩
分
限
帳
（
蓬
左
文
庫
所
蔵
）
に
よ
る
と
浅
井
菫
太
郎
、
奥
詰
御
医
師
二
百
石
、
吉
田
平
九
郎
、
寄

合
百
石
、
松
井
信
一
郎
、
大
番
百
石
と
あ
る
。

（
一
五
）
小
西
正
泰
ァ
’
一
マ
恥
一
六
七
五
八
江
戸
の
博
物
図
館
、
吉
田
雀
與
庵
一
九
八
六
年
。
雀
巣
庵
は
平
九
郎
の
号
。
な
お
飯
沼
慾
斉

著
『
草
木
図
説
』
に
お
け
る
人
参
の
説
明
に
平
九
郎
の
意
見
と
し
て
「
木
曽
園
中
に
種
て
こ
十
五
年
に
及
ぶ
も
の
あ
り
云
々
」
と
平
九
郎
と

木
曽
人
参
園
と
の
関
係
を
示
す
一
節
が
あ
る
。

（
一
六
）
飯
沼
慾
斉
は
草
木
図
説
の
中
で
吉
田
平
九
郎
の
意
見
を
六
ヶ
所
に
引
用
し
て
い
る
。
ほ
か
に
山
本
容
室
三
ヶ
所
、
植
木
屋
曽
吉
二
ヶ
所
の
承

で
他
に
な
い
か
ら
、
平
九
郎
の
植
物
鑑
定
の
力
量
が
わ
か
る
。

（
一
七
）
長
野
県
史
編
集
委
員
会
編
長
野
県
史
近
世
史
料
編
第
六
巻
木
曽
地
方
四
八
九
長
野
県
史
刊
行
会
一
九
七
九
年

（
一
八
）
伊
沢
一
男
信
州
薬
用
人
参
と
神
津
家
増
補
改
訂
日
本
薬
園
史
の
研
究
三
七
一
渡
辺
書
店
一
九
四
二
年

○
ご
津
昴
の
巳
庁
弓
禺
さ
冒
○
玲
甸
閏
国
〆
の
ご
ロ
の
①
ご
い
ず
望
建
吊

ｚ
ｍ
ｍ
ｏ
望
四
（
○
尋
聾
風
）
Ｑ
“
邑
旨
ｇ
①
画
二
○
国
国

ず
く
夛
自
騎
巴
ｏ
匡
国
シ
ｍ
ご
国

、

÷

名
古
屋
市
立
大
学
名
誉
教
授

〒
棚
瀬
戸
市
原
山
台
８
１
６
～＝
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